　　　　相続順位
相続人
割合
相続人
割合
１
配偶者
二分の一
子
二分の一
２
配偶者
三分の二
親
三分の一
３
配偶者
四分の三
兄弟
四分の一
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	分け方により争族になる可能性もあり
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　　　　　　　　　　　　❀公証役場に支払う手数料❀

　　　　　　　　　　　　（目的財産の価額）　　　（手数料の額）
　　　　　　　　　　　　　　　１００万円まで　　　　　５０００円
　　　　　　　　　　　　　　　２００万円まで　　　　　７０００円
　　　　　　　　　　　　　　　５００万円まで　　　　１１０００円
　　　　　　　　　　　　　　１０００万円まで　　　　１７０００円
　　　　　　　　　　　　　　３０００万円まで　　　　２３０００円
　　　　　　　　　　　　　　５０００万円まで　　　　２９０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　１億円まで　　　　４３０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　１億円を超える部分については
　　　　　　　　　　１億円を超え３億円まで　５０００万円毎に　１万３０００円
　　　　　　　　　　３億円を超え１０億円まで５０００万円毎に　１万１０００円
　　　　　　　　　１０億円を超える部分　　５０００万円毎に　　　８０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　がそれぞれ加算されます。

